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５．研究の概要 

山間部や離島などの英語教育政策については、都市部と比べて、後回しにされることが

多いことが示された。山間部や島嶼部の英語教育については、オンラインでのコミュニケー

ションを行う方法などが検討されているものの、人材やタブレットなどはどの程度配備され

ており、どの程度実現可能なものか、そして実際には行政としてどのような取り組みを本来

したいのかは、あまり調査されていないのが現状である。また、その地域で実施されている

テスト内容については不明なものも多く、研究が進んでいないのが現状である。そこで本研

究では、基礎研究として、島嶼部の英語教育政策および実際のテスト内容について検討した。 

 

６．研究成果等 

本年度は諸般の事情があり、思い通りに研究を進めることができなかった。とりわけ現地

調査ができなかったことが悔やまれる。その一方で、研究の基礎となる部分については進歩

があった。例えば、研究テーマと関連している英語民間試験導入の断念の経緯については論

文を出版することができたことにより、さまざまな研究者と交流を持つことができ、当初部

地域の英語教育についての知見も広めることができた。 

また、今後の政策分析の基礎となる、英語テストの統語分析についても国際学会で発表す

ることができた。英語テストの統語分析は、一見当、島嶼部地域の英語教育政策と関係ない

ように見えるが、実際は大いに関連している。なぜなら、英語教育政策は、実際に行われて

いる英語教育のテスト自体を解析することも重視されており、島嶼部地域の教育内容以上に

テスト内容の調査が不足している現状があるためである。 
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